







松井由美子 1)、塚本康子 1)、中山和美 1)、佐藤信枝 1) 


























 実施日：2016 年 3 月 15 日（火）10:30～ 
 場所：ホンバン国際大学 看護学科講堂 
 講義対象者：ホンバン高裁大学看護学生 1～4 年 150 名 
 講義テーマ： 
 1．基礎看護学: 日本の感染予防対策 





















              

















































髙井夏海 1)、宇田優子 2) 
1) 新潟医療福祉大学 看護学科 4年 
2) 新潟医療福祉大学 看護学科 
 




































【結論】H の 14 項目のうち「信仰」「生産活動」につい



































体温調節 衣類 選択 による保温
扇風 機の 風の
対応
清潔 手洗い含嗽 ホッ トタ オルの手配
環境の
危機
意思 心のケア 健康相談 健康相談 心のケア
レク 遊び場提供









連携 情報共有 広報作成 情報伝達 情報提供 情報交換
診察介助、内服薬
の手配、血圧測定
インフルエンザ対
策、健康状態把握
衛生環境の整備、
血圧測定、
バイタル測定 集団感染予防、健
康状態把握、
運動実施
報道 関係 者へ
の対応
P−39
